
　
医
療
環
境
を
取
り
巻
く
深
刻
な

問
題
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

「
医
師
不
足
問
題
」。
伊
賀
市
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

夜
間
や
休
日
の
軽
症
患
者
の
救
急

利
用
の
増
加
に
よ
り
、
も
し
も
の

場
合
に
必
要
な
医
療
体
制
の
確
保

が
非
常
に
難
し
い
状
況
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
伊
賀
地
域
の
救
急
医
療
体
制
を

確
保
す
る
た
め
上
野
総
合
市
民
病

院
、
岡
波
総
合
病
院
と
名
張
市
に

あ
る
名
張
市
立
病
院
を
加
え
た
三

つ
の
病
院
に
よ
る
二
次
救
急
医
療

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
二
次
救
急

医
療
と
は
、
入
院
や
手
術
を
必
要

と
す
る
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た

救
急
医
療
を
言
い
ま
す
。

　
救
急
医
療
は
あ
く
ま
で
緊
急
事

態
に
備
え
る
た
め
、
限
ら
れ
た
医

療
ス
タ
ッ
フ
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命

を
守
る
救
急
医
療
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
心
が
け
と
ご
協
力
が
必
要
で

す
。

　
通
常
の
診
療
時
間
内
に
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
な

ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

９月９日は救急の日

救急車や救急医療の
適正利用にご協力を

伊賀市応急診療所（上之庄1700-1　☎ 22-9990）
　応急診療所は、伊賀医師会、岡波総合病院や伊賀薬剤師会などの協力を
いただき、休日や夜間に急な病気やけがをしたときの応急的な処置を目的
に市が開設しています。

【診療科目】　一般診療・小児科
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までです。
※診療体制確保のため、駐車場に着いたら電話で症状を伝えてください。
※新型コロナウイルス・インフルエンザなどの各種感染症検査・点滴・レントゲン検査・血液検査などは行っ
ていません。

※診察の結果、医師が詳しい検査や処置が必要と判断した場合、二次救急医療機関を紹介します。また、薬
は院外処方で原則１日分です。

※健康保険証（マイナンバー保険証の人はマイナンバーカード）や各種受給者証、お薬手帳を持参してくだ
さい。健康保険証がない場合、診療代金は全額自費になります。診療代金は現金のみの取り扱いです。なお、
休日・夜間のため、診療代金は割り増し加算にな
ります。

※悪天候（台風や積雪など）の時は、やむを得ず休
診する場合がありますので、電話で確認をしてく
ださい。

　まずは一次救急医療をご利用ください。一次救急医療とは、地域の診療所や応急診療所で対応する比較的軽症な
病気やけがの人を対象とした医療です。

▶▶▶▶休日・夜間に救急車を呼ぶほどではない病気やけがをしたとき◀ ◀ ◀ ◀ 

Ｒ
３
６
８

名張市へ

ホームセンター
ナフコ伊賀店

岡波総合病院

フラワー薬局

P
伊賀市応急診療所

【問い合わせ】　○伊賀消防署管理課　☎ 24-9120　℻  24-3544　 kanri-fd@city.iga.lg.jp
　　　　　　　○医療福祉政策課　☎ 22-9705　℻  22-9673　 iryoufukushi@city.iga.lg.jp

救
急
医
療
の
適
正
利
用
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

救急医療救急車の適正利用

トピックス

【伊賀市】出動件数・現場到着時間の推移 【伊賀市】傷病程度別搬送人員数
　　　　　　　　　　　（令和５年）死亡
２％（117人） 重症

９％（432人）

中等症
42％（2,009 人）

軽症
47％（2,223 人）
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（件） （分）
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4,617

平成
26年

平成
27年
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28年

平成
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平成
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出動件数

令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

9.2 9.4 9.6
11

4,521 4,583 4,809 4,833 4,723 4,305 4,380
5,494 5,759

11.1 10.5 10.9 11.1
11.9 11.2

現場到着時間

令和５年の出動の件数は
過去 10年間で
一番多かったんだね。

救急車で運ばれた人のうち約半数が入院
を必要としない軽症だったみたい。

　
近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出
動

件
数
・
搬
送
人
員
は
と
も
に
増
え
て

い
ま
す
が
、
救
急
搬
送
の
半
数
以
上

が
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症
者
で

す
。な
か
に
は
、「
交
通
手
段
が
な
い
」

「
ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
救
急
要

請
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
通
常
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け
る

と
現
場
か
ら
一
番
近
い
救
急
車
が
出

動
し
ま
す
が
、
緊
急
性
の
な
い
救
急

要
請
を
含
め
た
出
動
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
、
緊
急
に
救
急
車
が
必
要
な

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
遠
く
の
救

急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
到
着
が
遅
れ
、
救

え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
重

大
な
病
気
や
け
が
の
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か

迷
っ
た
と
き
は
、
下
記
の
一
覧
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た

め
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

次のような症状のときは、ためらわずに救急車を呼んでください。
大人 こども（15 歳未満）

頭 ●突然の激しい頭痛　●突然の高熱
●支えなしで立てないくらいふらつく

●頭を痛がってけいれんがある
●頭を強くぶつけて出血が止まらない、意識がない、けいれんがある

顔 ●顔半分が動きにくい　●口や顔の片方がゆがむ
●ろれつがまわりにくい　●ものが突然二重に見える ●くちびるの色が紫で、呼吸が弱い

胸や背中 ●突然の胸痛　●急な息切れ、呼吸困難
●痛む場所が移動する ●激しい咳やゼーゼーして呼吸が苦しく、顔色が悪い

腹 ●突然の激しい腹痛　●持続する激しい腹痛
●血を吐く　●便に血が混ざる、または真っ黒い便が出る

●激しい下痢や嘔吐で水分がとれず、食欲がなく、意識がはっきりしない
●激しいおなかの痛みで苦しがる　●嘔

おう

吐
と

がとまらない　●便に血が混ざる

手足 ●突然のしびれ
●突然片方の腕や足に力が入らなくなる ●手足が硬直している

意識障害 ●返事がない、またはもうろうとしている
けいれん ●けいれんが止まらない、止まっても意識が戻らない

じんましん ●虫に刺されたり、何かを食べて全身にじんましんが出た
けが・やけど ●大量の出血を伴う外傷　●広範囲のやけど、痛みのひどいやけど

飲み込み ●食べ物をのどにつまらせて呼吸が苦しい　●何かを飲み込んで意識がない
事故 ●交通事故、水におぼれた、高いところから落ちた

これらの症状以外でも、いつもと様子が違ったり、おかしい場合は救急車を呼びましょう。

◆こんなときは迷わず 119 番通報しましょう

命
を
救
う
救
急
車

１
１
９
は
緊
急
時
に
！

2024.99 2024.9 8



◆
ニ
ュ
ー
ト
ロ
芭
蕉
祭

　
か
つ
て
、
上
野
公
園
内
に
多
く
の

屋
台
が
立
ち
並
び
祝
祭
感
に
あ
ふ
れ

て
い
た
芭
蕉
祭
。
今
年
は
、
芭
蕉
さ

ん
の
生
誕
３
８
０
年
を
記
念
し
、
懐

か
し
い
風
景
を
再
現
す
る
と
と
も

に
、
新
し
い
企
画
を
盛
り
こ
ん
だ

〝
ニ
ュ
ー
で
レ
ト
ロ
〞
な
芭
蕉
祭
を

開
催
し
ま
す
。

【
と　
き
】　
10
月
12
日
㈯

【
芭
蕉
祭
式
典
】

　
午
前
９
時
20
分
頃
〜

　
上
野
公
園　
俳
聖
殿
前
広
場

【
芭
蕉
ス
テ
ー
ジ
】

　
午
前
10
時
〜

　
伊
賀
上
野
城　
本
丸
広
場　

【
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

○
ご
当
地
キ
ャ
ラ
俳
句
フ
ェ
ス
タ

○
俳
句
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス

○
音
楽
と
書
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

○
芭
蕉
さ
ん
〇
×
ク
イ
ズ
大
会

○
芭
蕉
ｄ
ｅ
ビ
ン
ゴ　
な
ど

【
芭
蕉
さ
ん
グ
ル
メ
】

　
芭
蕉
さ
ん
に
ち
な
ん
だ
フ
ー
ド
や

ス
イ
ー
ツ
が
大
集
合

【
芭
蕉
×
Ａ
Ｒ
Ｔ
】

　
芭
蕉
の
思
い
×
創
作
い
け
ば
な

◆
特
別
公
募
展

　

芭
蕉
さ
ん
と
ア
ー
ト
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
企
画「
芭
蕉
×
Ａ
Ｒ
Ｔ
」

で
は
、
芭
蕉
さ
ん
の
俳
句
・
理
念
を

テ
ー
マ
に
し
た
工
芸
美
術
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

【
賞
内
容
】

○
最
優
秀
賞
１
点

　
（
副
賞
１
０
０
万
円
）

○
優
秀
賞
５
点
（
副
賞
10
万
円
）

○
入
選
（
副
賞
３
万
円
）

【
審　
査
】

　
画
像
に
よ
る
第
１
次
審
査
で
20
作

品
程
度
を
選
出
し
、
本
審
査
で
賞
を

決
定
し
ま
す
。

【
審
査
員
】

　
審
査
委
員
長　
菅
谷　
富
夫
さ
ん

　
（
大
阪
中
之
島
美
術
館　
館
長
）

　
審
査
員　
外
舘　
和
子
さ
ん

　
（
多
摩
美
術
大
学　
教
授
）

　
審
査
員　
速
水　
豊
さ
ん

　
（
三
重
県
立
美
術
館　
館
長
）

【
応
募
締
切
】

　
12
月
31
日
㈫　
消
印
有
効　

【
応
募
方
法
な
ど
】

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ト
ロ
芭
蕉
祭

│
生
誕
３
８
０
年
記
念
復
刻
版

芭ば

蕉し
ょ
う

×で

Ａア

ー

ト
Ｒ
Ｔ

│
工
芸
美
術
で
表
現
す
る
芭
蕉

【問い合わせ】　芭蕉翁生誕 380年記念事業実行委員会事務局（文化振興課）
　　　　　　　☎ 22-9621　℻   22-9619　 bunka@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】　文化財課　☎ 22-9678　℻  22-9667　 bunkazai@city.iga.lg.jp

第
10
回
中
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り

サ
ミ
ッ
ト
in
伊
賀

　
三
重
・
愛
知
・
岐
阜
・
静
岡
の
４

県
の
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
認

定
都
市
18
市
町
の
首
長
・
関
係
者
が

参
加
し
、
歴
史
的
資
産
の
保
存
と
活

用
や
文
化
財
の
防
災
に
つ
い
て
の
講

演
、
各
市
町
首
長
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
の
取
り
組
み
を
通
し

て
意
見
交
流
を
行
い
ま
す
。

【
と　
き
】　
10
月
３
日
㈭

　
午
後
１
時
15
分
〜
５
時
10
分

【
と
こ
ろ
】

　
伊
賀
市
文
化
会
館
さ
ま
ざ
ま
ホ
ー
ル

　
（
西
明
寺
３
２
４
０ｰ

２
）

【
基
調
講
演
】

「
伊
賀
市
に
お
け
る
歴
史
的
資
産

の
保
存
と
活
用
」

○
講
師

伊
賀
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
協

議
会
会
長　
菅
原
洋
一
さ
ん

【
講　
演
】

　
「
文
化
財
防
災
と
地
域
社
会
」

○
講
師

　
文
化
庁
文
化
資
源
活
用
課
文
化
財

　
調
査
官　
稲
垣
智
也
さ
ん

【
中
部
歴
ま
ち
認
定
都
市
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

○
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

伊
賀
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
協

議
会
副
会
長　
浅
野
聡
さ
ん

【
申
込
方
法
】

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
、
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24（24時間年中無休）
☎０１２０－４１９９－２２
　病気やけがなどで救急車を呼ぶか迷っているときの相談をはじめ、心と体のさまざまな相談に応じます。
相談できる内容は次のとおりです。
※ポルトガル語・ベトナム語・英語による相談もできます。

【医師にかかる前の相談】　受診の目安、受診科目の選択、希望地域などの情報
【健康に関する相談】　栄養、禁煙・禁酒、健康診断、予防接種、薬のこと、緊急時の応急処置、不眠やスト
レス　など

みえ子ども医療ダイヤル
☎♯８０００
月～土曜日：午後７時～翌朝８時
日曜日・祝日：午前８時～翌朝８時（24時間）
子どもの急な病気や事故、薬に関することにつ
いて、医療関係の専門相談員が電話で相談に応
じます。（18歳未満の子どもとその家族が対象）
※ダイヤル式、ひかり電話、ＩＰ電話などでつながらない
場合は☎  059-232-9955へかけてください。

電話相談窓口

医療ネットみえ（救急医療情報センター）
☎０５９－２２９－１１９９
　救急車を呼ぶほどではないが、けがや急病でどうして
もすぐに診察を受けたい場合に、受診可能な医療機関を
コールセンターなどで案内しています。（24 時間年中
無休）
※案内を受けた医療機関には必ず電話をしてから受診してください。
※コールセンターに電話がつながりにくい場合は、「医療
　ネットみえ」のホームページをご利用ください。

【
と　
き
】 　
９
月
７
日
㈯　
午
前
11
時
〜
午
後
２
時　
※
少
雨
決
行

【
と
こ
ろ
】　
プ
ラ
ン
ト
伊
賀
店
（
ゆ
め
が
丘
１
丁
目
１

－

１
）

　
救
急
車
の
展
示
や
救
急
車
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
配
布
も
あ
り
ま
す
。

◆
「
救
急
の
日
の
つ
ど
い
２
０
２
４
」
を
開
催
し
ま
す

▶▶▶▶救急車を呼ぶか迷ったとき・受診できる病院を知りたいとき◀ ◀ ◀ ◀ 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、「
５
類
感
染
症
」
に
位
置
付
け
が
変
更
さ
れ
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
と
同
様
の
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
行
政
か
ら
一
律
に
感
染
防
止
対
策
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染

症
自
体
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
基
本
的
な
対
策
が
感
染
防
止
に
効
果
的
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
て
、
自
主

的
に
必
要
性
を
判
断
し
て
対
策

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

【
感
染
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
「
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
め
た

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」「
手
洗
い（
手

指
消
毒
）」「
換
気
」
が
効
果
的

で
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
■

▲パンフレットなどの啓発物品の配布

▲応急手当体験、バルーンアートなど
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